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湯河原都市計画地区計画の決定（湯河原町決定） 

都市計画船岡周辺地区地区計画を次のように決定する。 

名    称 船岡周辺地区地区計画 

位    置 足柄下郡湯河原町 吉浜 

面    積 約6.5ha 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地 区 計 画 の 目 標  本地区は、湯河原町の東南部、ＪＲ東海道本線湯河原駅

から約２kmに位置し、国道135号（真鶴道路並行区間）に

面した区域で、相模灘に向って緩やかに傾斜する丘陵地に

あって、緑豊かな眺望の優れた環境を有している。 

 こうした環境の中で、低層の戸建住宅を中心に、ゆとり

とうるおいのある良好な居住環境や街並み景観を有した住

宅市街地を形成しており、今後ともこれらを継承していく

ことが求められている。 

 このため、地区計画の策定により、住宅市街地としてふ

さわしい適正かつ合理的な土地利用を図り、良好な居住環

境や街並み景観の形成及びその維持・保全を図ることを目

標とする。    

土 地 利 用 の 方 針 (１) 住宅地区（Ａ地区） 

  国道135号（真鶴道路並行区間）沿道の後背地におい

ては、樹林地等が適正に保全された緑豊かな環境の中

で、主として低層の戸建住宅等の郊外型居住機能が立地

する土地利用の形成を誘導する。 

(２) 沿道地区（Ｂ－１地区、Ｂ－２地区） 

  国道135号（真鶴道路並行区間）沿道においては、幹

線道路沿道の立地特性を活かし、一般商業施設と観光商

業・サービス施設が複合立地する土地利用の形成を誘導

する。 

建築物等の整備の方針  住宅市街地としてふさわしいゆとりとうるおいのある居

住環境や街並み景観を確保するため、地区毎の特性を踏ま

えながら、建築物等の用途の制限、建築物の敷地面積の最

低限度、壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、

建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限、かき又はさ

くの構造の制限について必要な基準を定める。 

緑 化 の 方 針  住宅市街地としてふさわしい緑豊かな居住環境を確保す

るため、公園や道路等の公共空地の緑化を進めるととも

に、壁面後退用地での植栽や生け垣等による宅地内緑化を

促進する。 
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地 区 の 

区  分 

地 区 の 

名  称 

住宅地区 

（Ａ地区） 

沿道地区 

（Ｂ－１地区） （Ｂ－２地区） 

地 区 の 

面  積 
約4.9ha 約0.9ha 約0.7ha 

建 築 物 等 の 

用 途 の 制 限 

 次に掲げる建築

物は、建築しては

ならない。 

⑴ 事務所、店舗

その他これらに

類するもの（住

宅を兼ねるもの

で、建築基準法

施 行 令 第 130条

の３で定めるも

のを除く。） 

⑵  ボ ー リ ン グ

場 、 ス ケ ー ト

場、水泳場その

他これらに類す

る建築基準法施

行 令 第 130条 の

６の２で定める

運動施設 

⑶ 自動車教習所 

⑷ 建築基準法施

行 令 第 130条 の

７で定める規模

の畜舎 

⑸ 工場 

⑹ 危険物の貯蔵

又は処理に供す

るもの 

 次に掲げる建築物は、建築してはな

らない。 

⑴ ボーリング場、スケート場、水泳

場その他これらに類する建築基準法

施行令第130条の６の２で定める運

動施設 

⑵ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的

場、勝馬投票券発売所、場外車券売

場その他これらに類するもの 

⑶ カラオケボックスその他これに類

するもの 

⑷ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場 

⑸ 自動車教習所 

⑹ 倉庫業を営む倉庫 

⑺ 建築基準法施行令第130条の７で

定める規模の畜舎 

建 築 物 の 

敷 地 面 積 の 

最 低 限 度 

150㎡ 

壁 面 の 

位 置 の 制 限 

 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線ま

での距離は、１ｍ以上とする。ただし、次の各号のいずれ

かに該当する場合においては、この限りでない。 

⑴ 外壁又はこれに代わる柱の面から柱の面の長さの合計

が３ｍ以下であること。 

⑵ 物置その他これに類する用途（自動車車庫を除く。）に

供し、軒の高さが2.3ｍ以下で、かつ、床面積の合計が５

㎡以内（複数の建築物がある場合は、その合計。ただ

し、地下を除く。）であること。 

⑶ 高さが３ｍ以下である壁を有しない構造の自動車車庫

又は地下自動車車庫であること。 
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建 築 物 等 の 

高さの最高限度 
最高高さ10ｍ  軒高７ｍ 最高高さ15ｍ 

建 築 物 等 の 

形 態 又 は 色 彩 

そ の 他 の 意 匠 

の 制 限 

１ 建築物の屋根及び外壁その他外から望見される部分の

形態は、周辺環境と調和したものとする。 

２ 建築物又は工作物の外観の色彩は、次の表のとおりと

する。 

 

色  相 彩  度 

Ｒ及びＹＲ ６以下とする 

Ｙ ４以下とする 

ＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ、ＲＰ ２以下とする 

※色彩の基準は、日本工業規格のＺ８７２１に定める三

属性による色の表示方法による。 

 

  ただし、着色していない木材又は土壁等の材料によっ

て仕上げられる部分の色彩、又は見付面積の５分の１未

満の範囲内で用いる色彩については、この限りでない。 

かき又はさくの 

構 造 の 制 限 

 かき又はさくの構造は、生垣又は透視可能なフェンス等

や植栽を利用したものとする。ただし、フェンス等の基礎

でブロック等これに類するものの高さが0.6ｍ以下のもの

又は門柱等にあっては、この限りでない。 

「区域及び地区の区分は、計画図表示のとおり」 

 


